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環 境 経 営 方 針

三共興産㈱は山口県山陽小野田市に産業廃棄物最終処分場施設を設置し平成7年8月より

産業廃棄物の処分業を営んでおり、平成10年11月からは産業廃棄物収集運搬業の許可の

取得、一般廃棄物の収集運搬の業も合わせて地域へのさまざまな廃棄物の適正処理方法など

環境保全に役立つよう心掛けております。産業経済の発展とともに、産業廃棄物の性状及び

廃棄物の複雑化が問題化され排出事業者も適正処理に苦慮しています。

環境システムの構築・運用を考慮し、環境負荷の低減を継続的に改善努力します。

環境経営方針としても最善のシステムを構築することにより、経営環境の拡大強化を目指します。

そのための重点的な下記の取り組み事項を積極的に実施します。

これらを環境目標及び活動計画に定め、実施後も定期的な見直しを行い実施します。

１　二酸化炭素排出削減

　使用エネルギー（電気・ガソリン・軽油）の削減に努めます。

　特に、収集運搬車の効率的な運転及び処分場内の重機機材の効率的な運転に取り組みます。

２　廃棄物の削減

　①     産業廃棄物の適正処理を推進します。

　②     産業廃棄物の分別を徹底してリサイクルに取り組みます。

　③     最終処分場搬入廃棄物を削減し、環境保全に努めます。

　　 ・排出場所においての、再資源化に向ける分別の推進。

     ・リサイクル可能な廃棄物に関しては、ﾘｻｲｸﾙ処理方法を提示、リサイクル推進を行う。

     ・最終処分場搬入廃棄物においては異物混入廃棄物の徹底した展開検査を都度実施。

　④     再資源化に向けた技術・機械の導入に努めます。

３　水使用量の削減

　　節水を心がけ、水使用量の削減に取り組みます。

４　廃棄物処理等事業活動に関連する廃棄物処理法並びに環境関連法を厳守いたします。

５　車椅子の寄贈・施設周辺の清掃（環境美化）等、積極的に地域貢献に取組みます。

６　この環境方針を、社員全員に周知するとともに、社外に公表致します。

2021年3月1日（改訂日）

三 共 興 産 株 式 会 社

　代表取締役　岩本　智恵美

 １

【基本理念】

【行動方針】

当社は産業廃棄物再資源化を前提に考え、最終処分量を削減に意図した事業活動を行い
リサイクルの推進により、地球環境は基より、地域への貢献に配慮した事業活動を行いま
す。



　事業・組織概要

　事業所名

　代表者

　所在地（本 社）

　　　環境事業部

　　（安定型最終処分場）

　　（中間処理施設）

　設立年月日

　産業廃棄物事業開始年月日

　資本金

・環境管理体制・連絡先

　環境管理責任者

　最終処分場管理責任者

　対 象 事 業 者 名

　対 象 事 業 所

　　　・売 上 高

　　　・従業員数

　２

・認証・登録の対象範囲（全組織・全活動）

・事業規模

22人

　【　3月～2月　】

21,806t 20,390t 25,590t
　　　・産業廃棄物
　　　　収集運搬量

44985

576百万円

埋立処分：4,512ｔ

23人

第31期（2021年）

2021年3月1日～

44620

536百万円

埋立処分：4,009ｔ
中間処理：17,061ｔ

23人

44255

529百万円

埋立処分：4,446ｔ
中間処理：18,257ｔ

2020年3月1日～

　事業活動

　対 象 事 業 活 動

　　事 業 年 度

　三共興産株式会社

　代表取締役　　岩本　智恵美

　〒759-0203　山口県宇部市大字中野開作四ノ割381番18

　〒756-0039　山口県山陽小野田市大字千崎字小冨山135番10
　平成4年2月20日設立

　三共興産株式会社

　産業廃棄物収集運搬業及び処分業(中間処理・埋立最終処分）

　一般廃棄物の収集運搬業、建設業（解体）

　本　社　、　環境事業部（中間処理、安定型最終処分場）

第30期（2020年） 第32期（2022年）

2022年3月1日～

　　　・廃棄物処理量

　〒756-0039　山口県山陽小野田市大字千崎字小冨山135番3他

　一般廃棄物の収集運搬業、建設業（解体業）

　平成7年8月2日

　2,500万円

　産業廃棄物収集運搬業及び処分業（中間処理・最終処分）

中間処理：18,094ｔ

℡0836-44-1300 (sankyou-k@bridge.ocn.ne.jp)
℡0836-84-7500　(sankyo@klear.ocn.ne.jp)

　岩本　雄大

　岩本　誠一



 (1) 産業廃棄物収集運搬業

有 無

山口県
(優良)

●
Ｈ30年2月15日
Ｈ37年2月14日

第03506032438号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

 (2) 産業廃棄物処分業

（注）(優良)は、優良産廃処理業者認定を示す。
　　３

     その他

許可年月日：H22年10月20日

処理能力（8時間）

：木くず11.7ｔ：ｶﾞﾗｽ陶磁器19.7ｔ

：がれき類22.7ｔ：繊維くず0.6ｔ

：ゴムくず10.2ｔ：金属くず4.9ｔ

：廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類4.8ｔ：紙くず1.7ｔ

山口県山陽小野田市大字千崎字小冨山34番他

埋立面積：18.767㎡

埋立容量：250,570ｍ3

残余容量：156,749.81m3(R4年4月1日時点)

設置年月日・Ｈ20年2月4日

設置(保管)場所・山口県山陽小野田市大字千崎
字小冨山10135-10

石綿含有産業廃棄物を含み、水銀使用製品産
業廃棄物、水銀含有ばいじん等を含まない。
特別産業廃棄物であるものを除く。

・許可の条件なし

　積替え保管施設の所在地及び面積
　許可の条件

●

●●

石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄
物及び水銀含有ばいじん等を含み特別産業廃
棄物であるものを除く。
・許可の条件なし

石綿含有産業廃棄物を含み、水銀使用製品産
業廃棄物、水銀含有ばいじん等を含まない。

・許可の条件なし

● ●

     その他

中間処理
（破砕）

（移動式含む）
● ● ●

第03546032438号

● ● ●

● ●

安定型最終処分
（埋立処分）

Ｈ30年2月15日
Ｈ37年2月14日

　     許可項目（事業の範囲）

● ● ● ● ● ●● ● ●

山口県
（優良）

Ｈ30年7月31日
Ｈ37年7月30日

大分県
(優良)

● 第04408032438号 ● ● ● ●

● ● ●●
福岡県(
優良)

● 第04000032438号 ● ● ●
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施設の許可概要　

・収集運搬業許可

・処分業許可

　

　

　

　

＊建設業許可・山口県知事（般-2）第20571号
　　　　４

*廃棄物の再資源・リサイクル化に努める。

＊再資源利用を心がけ、最終埋立処分廃棄物量
　の削減に努める。

　ゴムくず10.2ｔ、木くず11.7ｔ、紙くず1.7ｔ
　繊維くず0.6ｔ

　【山口県】第03546032438号

　（処理能力）250,570ｍ3
　ゴムくず、木くず、紙くず、繊維くず

　（処理能力）廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類4.8ｔ、がれき類22.7ｔ、

　【処理工程】【処理工程】

　金属くず4.9ｔ、ｶﾞﾗｽ・陶磁器くず19.7ｔ

　＜最終処分＞埋立処分 　＜中間処分＞　破砕（移動式を含む）

　（許可品目）5品目 　（許可品目）8品目
　廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、がれき類、金属くず、ｶﾞﾗｽ・陶磁器く
ず　廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、がれき類、金属くず、ｶﾞﾗｽ・陶磁

　器くず、ゴムくず

　許可車両（6台）：.10ｔﾋｱﾌﾞ車1台、7ｔﾋｱﾌﾞ車1台、4ｔ箱車2台、2ｔｸﾚｰﾝ車1台、10ｔﾀﾞﾝ

　許可車両（4台）：.10ｔﾋｱﾌﾞ車1台、7ｔﾋｱﾌﾞ車2台、4ｔ箱車1台

　許可車両（23台）：10ｔﾋｱﾌﾞ車1台、10ｔﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ6台、7ｔﾋｱﾌﾞ車6台、4ｔﾋｱﾌﾞ車1台、
　　　　　　　　　　　4ｔ箱車5台、2ｔｸﾚｰﾝ車1台、2ｔﾊﾟｯｶｰ車1台、4ｔﾀﾞﾝﾌﾟ車1台、2ｔﾀﾞ

ﾝﾌﾟ車1台

【山口県】第03516032438号　積替え保管なし

【福岡県】第04000032438号　積替え保管なし

【大分県】第04408032438号　積替え保管なし

展開検査
異物混入削除
石綿混入の確認

埋立処分
覆土によるｻﾝﾄﾞｲｯﾁ方式

石綿廃棄物は指定場所にて埋立処分

廃棄物受入

リサイクル
各適合処理施設

中間処理・破砕
不適合廃棄物
ﾘｻｲｸﾙ可能廃棄物

排出事業者

破砕後廃棄物

異物点検・再資源物抜取 再資源化売
却

最終処分
管理型・安定型処
分

廃棄物受入



・一般廃棄物処理業許可

許　可

許可品目

処理工程

（注）＊令和6年度・一般許可更新

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

        ５

許可車両 車両5台（塵芥車他） 車両4台（塵芥車他） 車両3台（塵芥車他）

許可の期間：令和4年3月2日
                   令和6年3月1日

許可の期間：令和4年4月1日
                  令和6年3月31日

許可の期間：令和4年4月1日
                   ～令和6年3月31日

　

・一般廃棄物

   し尿及び浄化槽汚泥
   汚水を除く

・家庭系一時多量ごみ

  宇部市（家）（第161号）
  許可年月日：令和4年4月1日

 

   し尿及び浄化槽汚泥
   を除く

  山陽小野田市（指令第11号）
  許可年月日：令和4年2月22日

   し尿及び浄化槽汚泥
   を除く

  山口市（指令資源第123号）
  許可年月日：令和4年3月30日

・一般廃棄物・一般廃棄物

　

事業所
一般廃棄物

収集運搬
＊適正分別（資源ごみ
等）

山口市清掃工場

事業所
一般廃棄物

事業所
一般廃棄物

収集運搬
＊適正分別（資源ごみ
等）

収集運搬
＊適正分別（資源ごみ
等）

山陽小野田市
環境衛生ｾﾝﾀｰ

宇部市環境保全ｾﾝﾀｰ



B-5：ＥＡ21実施体制

　　　　　　代表取締役
　　　　　岩本　智恵美

　　環境管理責任者・処理施設技術管理者　　　　　  最終処分場管理・処理責任者
　　　　　　　　　　岩本　雄大　　　　　　　　　　　　　　　　　岩本　誠一

　　　　　ＥＡ21事務局（2人）

　　　　　総務部門(4名)　　　　　　収集運搬部門(8名)　　　　廃棄物処分部門(7名)
　　　　　　　　　　　　　　　

　　　

　　　　　

　　６

所 属（役職） 役割・責任・権限・使命

　代表取締役
　全体の統括、環境方針の設定、環境への取組みを実施

　する為の準備、全体の評価と見直し

　施設の整備管理

　電気、水消費量の管理

　車燃料（ｶﾞｿﾘﾝ・軽油）消費量等　管理

　全体の把握及び環境管理者として、環境経営ｼｽﾃﾑを構築、
  運用しその状況を報告する。

　半期に一回相当開催し、環境目標の達成状況

　及び活動計画の実行計画を審議する

　ＥＡ21文書及び記録類の作成・維持・管理

　ＥＡ21文書及び記録類の作成・維持・管理の補佐

　廃棄物処理量の集計

　産業廃棄物収集運搬におけるｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ等の推進・車両整備
  管理

　運搬車両の配車計画

　産業廃棄物処分における適正処理、重機機材の燃料削減

　総務部長

　総務部

　収集運搬部（主任）

　処 分 部　（主任）

 最終処分事業部責任者（取締役）

　ＥＡ21委員会

　ＥＡ21事務局

　ＥＡ21事務局



2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2022（評価） 2023年度 2024年度 2025年度

実績 実績 実績 目標（基準）* 実績達成 目　標＊ 目　標＊ 目　標＊

423,400

×

29,564

×

5,988

×

103,454

×

49,300

×

4

〇

61

×

416

×

地域貢献

（車椅子寄贈）

会社周辺の清掃

（施設搬入路の清掃）

　　７

4回/週 4回/週

kgＣＯ２

＊基準年度を前年度実績とし、次年度および中期目標は“維持”とする。
　　全項目を前年度(2021年)実績数値を目標にする。

4回/週

57

423,400

29,564

5,988

103,454

49,300

3.6

5 ４回/週 ４回/週

＊リサイクル率＝（リサイクル・再生中間処理量÷全受入処理量）×100

 備　考

467,404

29,119

5,782

109,832

55,700

3.8

61.2

416

実 施実施回数

＊二酸化炭素排出量の排出係数（調整後排出係数）中国電力株式会社2020年度  0.521（㎏－CO2/kWh）を用いる。
＊化学物質は使用しません。

66.5

488

実 施 実 施

2022年度　　環境経営目標と実績　　　

543,998 533,454

27,347 28,431

4 水使用量 ｍ３ 403 416 416587 477

3 受託廃棄物のﾘｻｲｸﾙ率 ％ 69.4 61.2 61.268

3.64.8 3.4

１-４ 軽油使用量(場内)  47,500 49,300 49,30060,000 60,000

2
自社発生廃棄物
　（一般廃棄物） ｔｏｎ 5.4 3.6

103,454130,894 130,894

１-２ ガソリン使用量  5,458 5,988 5,9886,741 5,762

１-３ 軽油使用量（運搬・機械）  103,130 103,454

423,400

１-１ 電気使用量 ｋＷｈ 26,057 29,564 29,564

423,400

環境経営目標 単　位

1 二酸化炭素　排出量 414,864



環境経営計画とその実施状況の確認

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1-1 エアコン設定温度を決め、実行する 各事務所 定着 ー ー

1-2 エアコンのフィルター清掃 各事務所 要継続 ﾏｲﾅｽなしに 6、12月 済 済

2 昼休みの消灯 各事務所 定着 ー ー

3 残業時の不要な照明の消灯 各事務所 定着 ー ー

4 長時間席を離れる時ﾊﾟｿｺﾝの電源ＯＦＦ 各事務所 定着 ー ー

5 高効率蛍光灯、LED照明機器の導入 各事務所 ー ー

6 不要電力消費抑制（不要な場合は機械を止める） 小野田 定着 ー ー

7
エアコンのﾌﾛﾝ排出抑制及び節電の為の点検(室
内機・室外機)

本　社 要継続 ー 3ヶ月毎

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1-1
省エネﾄﾞﾗｲﾌﾞ・車両整備（ｵｲﾙ交換）（ﾀｲﾔ空気圧点
検）

営業・小野田 定着 ー ー

1-2 ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの励行（全車） 営業・小野田 定着 ﾏｲﾅｽなしに

2 配車計画・搬送方法の効率化、作業の効率化 小野田 定着 ー ー

3 営業先打合等の合理化 営業部 定着 ー ー

4 効率的作業運転の見直し（重機） 小野田 定着 ー ー

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1
紙使用量
の削減

1 再生紙の推進・裏紙の使用 本　社 定着 ー ー

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1-1 廃棄物の分別化の徹底 小野田 定着 ー ー

1-2 リサイクル化処理の推進・設備 小野田 定着 ﾏｲﾅｽなしに

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1-1 洗車・埃散水時の水使用の節水工夫 本　社 定着 ー ー

1-2 掃除使用水はﾊﾞｹﾂ使用、捨て水は花壇水に使用 本　社 定着 ﾏｲﾅｽなしに

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1
車椅子
寄贈

1-1 車椅子の寄贈 本　社 定着 ー ー

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1-1 会社周辺の清掃 本　社 定着 ー ー

1-2 掃除使用水はﾊﾞｹﾂ使用、捨て水は花壇水に使用 本　社 定着 ﾏｲﾅｽなしに

計画と判定

1
会社周辺
の清掃

取組目標 活動項目 責任者
定着
要継続
要改善

年度末
改善量
(円／年)

スケ
ジュール

計画と判定

６．会社周辺の清掃

取組目標 活動項目 責任者
定着
要継続
要改善

年度末
改善量
(円／年)

スケ
ジュール

計画と判定

1
水使用量
の削減

５．地域貢献

取組目標 活動項目 責任者
定着
要継続
要改善

年度末
改善量
(円／年)

スケ
ジュール

計画と判定

1
ﾘｻｲｸﾙの
推進
(再資源)

4．水使用量の削減（前年度実績を維持）

スケ
ジュール

計画と判定

3．受託廃棄物のﾘｻｲｸﾙ率（前年度実績を維持）

取組目標 活動項目 責任者
定着
要継続
要改善

年度末
改善量
(円／年)

スケ
ジュール

取組目標 活動項目 責任者
定着
要継続
要改善

年度末
改善量
(円／年)

スケ
ジュール

計画と判定

2．自社発生一般廃棄物（前年度実績を維持）

取組目標 活動項目 責任者
定着
要継続
要改善

年度末
改善量
(円／年)

2

ｶﾞｿﾘﾝ・
軽油・
使用量
の削減

１．二酸化炭素総排出量（前年度実績を維持）

取組目標 活動項目 責任者
定着
要継続
要改善

年度末
改善量
(円／年)

スケ
ジュール

計画と判定

1
電力使
用量の
削減

5月済 8月済 11月済 2月済
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リサイクル率の実績

　　　９

   リサイクル率は目標よりは少ない結果となった。今期は最終処分量も増えており残念な結果では
   あるがリサイクル重視の作業している努力は評価したい。取り組みがあってこその結果として評
   価している。

　 今後も削減活動は継続して行き努力していく。

３. 廃棄物のリサイクル率

   今後も排出事業者のリサイクル意識の向上（分別仕分け）の取組も忘れず事業活動を行っていく。

２. 自社発生廃棄物（一般廃棄物）

　・車両軽油使用量は、大幅には変わらないが未達成になった。削減出来るよう車両管理においての
　　活動項目は続けているが、燃料使用量が増えたということは、搬送業務量が増えたと実感してい
　　る。経営的な面からは判断出来ない点もある。

　 一般廃棄物量は事務所整理も落着き、余分な一般廃棄物はあまり出てない。ペットボトル、缶使
   用飲料も極力購入してない。ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ等は再資源化として活用している。事務所の紙削減も裏紙使
   用し取組を続けている。その結果、目標達成となった。

①   電気使用量

　　次年度は取組内容を継続しながら電気量使用量の削減を目指して活動して行く。
②   燃料使用量（ガソリン・軽油（場内・運搬））

　　今期から、本社新事務所の営業活動取組開始、1年間の電気使用量把握ができたと思う。エアコ
　ン等の設備も増え、その結果未達成になった。

　・ガソリン・軽油とも使用量が増え目標達成は未達成となった。ドライバー全員にもエコ運転・配
　　車計画の合理化は基本として取組んでいる。
　　毎年受注作業の増減がある為、毎年の削減は難しいが、作業効率を目指し、今後も取組活動を忘
　　れず努力する。

　　次年度はいかに削減できるか考慮し取組を続ける。

当年度の取組結果と次年度の環境活動計画（取組）

環境経営計画の取組結果その評価、並びに次年度の環境経営目標及び環境経営計画　

１. 二酸化炭素排出量の削減
　＊二酸化炭素排出量の削減計画目標は未達成になった。
　　エネルギー使用の電気・軽油・ガソリンは目標値よりすべて多い実績となった為と思われるが、
　事業の過大において使用量は比例するので、やむ負えない点がある。



　車椅子寄贈（社会福祉協議会　山陽小野田市・宇部市）

　１０

　　・継続的な地域活動による社会貢献　　 　・1人ひとりに寄り添った職場環境づくり
　　以上を重要項目とし事業活動を通じて環境問題・社会問題へ取り組んでまいります。

　　　　　＊2023年1月に車椅子の寄贈　今期は老人介護施設にも寄贈しました。

＊2015年から車椅子寄贈が始まり、毎年寄贈出来ている事は会社、従業員にも意義があり、資源選別作業に
対しても誇りを持って従事できる。車椅子を要としている人も多く、故障したりと常時必要性を感じてい
る。今回は子供用車椅子が不足しているというお声を頂き対応した。日報掲載もあり皆様から評価のお言葉
を頂きます。今後も社会貢献できるよう更に事業に取り組んで行きたい。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　＊２０２２年
６月１０日　SDGｓ取組　　【人に、地域に、地球に貢献する。】

　　・一貫したサービスによる付加価値提供　・環境負荷低減に向けた取組

　今後も周辺道路及び施設内の環境美化は積極的に取り組んで行く。

６. 地域貢献
　車椅子寄贈、社会貢献、また地域の皆様にご支援できる様に事業の維持継続を確信します。
　今期は子供用の車椅子も寄贈しており、不便と思われる点を微力ながら補って行ければと
　思っています。

　目標通り活動して周辺道路及び施設内はいつもきれいな状態である。

　本社のトイレ、洗面の水道を自動節水センサー付きを設置して無駄な使用は減ったと思う反面
　環境事業部が山間地のため、１～２月凍結防止に長ホースの水抜きをしていたため大幅に増えていた。
　次年度は、本社の花壇を設置予定なので、水やりでの水道削減の努力をしたい。作業場の埃防止、道
　路散水は池の水を基本利用して、洗車においてもドライバーに節水活動を呼びかける。

４. 水使用量
　使用水量削減は目標未達成となった。

５. 会社周辺の清掃



　　環境関連法規等への違反、訴訟等の有無

・環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありません。

　 　また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟や苦情もありませんでした。

　　＊ 産業廃棄物処分場水質検査報告書を毎年地区土地改良区及び処分場設置地区

      自治会へ報告・検査書類を提出して信頼関係を保っております。

    代表者による総合評価と見直し・指示

＊本社事務所の建て替えに伴い、今期からは電力と水の使用量の現状を把握しながら

　　　　　　　取組を検討して行く事にしていた。それに従い評価します。

　１１

　全体的に削減に向けた活動していることを評価し、次年度の見直しや変更の必要はない。

※　前年度値を目標としたが、ほぼ全部未達成という結果となった。前年度よりも受注作業量

　　が増加した結果であり嬉しい結果ともいえる。今後もエコ活動意識を忘れず、社員一丸と

　　なって取組み、その結果は評価の証となると思われる。

　　＊二酸化炭素排出量は目標未達成となったが、全従業員の活動と努力は評価したい。

　　　使用エネルギー（電気・ガソリン・軽油）全体が未達成となった。

　　＊リサイクル率も未達成ではあるが、リサイクルに向けた活動には評価したい。

　　＊一般廃棄物量削減は達成できた。事務所の移転に伴い不要物は廃棄したと思われる、

　　今後は廃棄となる品物の購入は出来るだけ抑えて、無駄を無くし更なるエコ活動に今後も

　　取り組んで欲しい。

　　＊水道使用は目標未達成。冬季の凍結防止における使用量が多かったの原因だったと思わ

　　　れる。節水意識を忘れることなく今後も活動継続して欲しい。

　　＊社会貢献活動の車椅子寄贈も継続しており、皆様に喜んで頂き大変評価できる。

　　今後も事業活動を通じて社員一丸となり社会貢献活動への取組を継続していきたい。


